
　　　　脱原発 金曜ウォーク＠宇部　2012.08.12 から 2023.4 .20 第 560 回             
原発って言うのは全ての政治課題より優先する
    　　　　　　　谷村　愼哉　（山口県熊毛郡在住）　 原発が逝ったら、地域がなくなるんだから、物価高が～。とか、
　少子化が～。とか、年金が～。とか全てチャラになる。
　原発が爆発した瞬間に政治課題は違う次元へと行ってしまう。
　だから、世襲でも、お友達政治でも何でも良いから、
　原発だけは反対と言う意思表示を最優先で行うべきだろう。
　別に誰も見てないんだから、名前書く瞬間だけ、原発反対を思って投票す
れば良い。
　言わなきゃ誰もわからないんだから。
　原発は反対だけど、他は賛成だから自民党。と言うのはあり得ない。　　
　巨大地震が必ずきます。と言ってるんだから。
　人口減少社会の原発。と言うのがどれだけヤバいか？
　僕らは原発を管理するだけの富の余剰を稼ぎ出せない。
　廃炉になった原発のゴミを前にどうする事もできない。
　人口減少の原発。って言うのは、将棋で言うところの詰んだ状態です。
　　　　　　　　　　　　　　（谷村さんのフェースブックから了解を得て掲載しました）
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　　　  　　　　宇部から全国の金曜行動とともに、原発ゼロの声を上げましよう！
  　　　　　　　毎週金曜午後 6 時：ヒストリア宇部 横、集合です。原発のない社会へ！
　　　　 　　　会員・スタッフを  募集しています。          



                      
                 国を滅ぼすのは、原発か戦争
　　　　河合弘之弁護士の発言　（4月 16日光市　平岡秀夫個人演説会）
原発は国を滅ぼしかねない。
国を滅ぼすのは、原発か戦争しかないと
思っている。
伊方原発が事故起こせば、運良く風向きが
良くても、海はだめになる。瀬戸内海は溜
め込む。放射能の海になる。そんなことを
許してはいけない。平岡さんのような正面
から脱原発を掲げる国会議員を国会に置い
とかないとだめ。

家系図の末裔ではなく！
上関も 40年以上、闘っている。
上関町は、もし、原発が建てられないなら
中間処理施設の誘致をと狙っている。
中間処理施設には、一番危険な使用済み核
燃料が届く。原発より酷い被害を被ること
になる。
原発は国防問題。
原発を通常兵器で狙われて、爆破された
ら、原爆より甚大な被害を起こす。
放出される放射性物質は、原爆の何 100倍
～1000倍になる。(知らんかった！)。実
際、福島原発から放出された放射性物質セ
シウムはヒロシマ原爆の 168個分にあたる
と言われている。
北朝鮮のミサイルの精度も上がって、命中
率が上がっている。ロフテッド軌道を成功
させている。真上から落ちてくる。
もし、原発を狙われたら・・・。原発は国
に向けた原爆。

北朝鮮から若狭湾まで 7分 30秒後に到達す
る。伊方原発には 10分で到達する。
原発を止め、使用済み燃料を隠すしかな
い。
岸田政権は、真逆の方向に向かっている。
「原発」を争点にすると、票が減る心配が
あるにも関わらず、脱原発をはっきり訴え
て選挙をたたかっているのは貴重な存在。
日本を良くするために、自分の信じること
を引っ込めない平岡さんを国会に送り出し
てほしい。
必ず自然エネルギーの波は日本にも来る。
なぜなら安いから。左翼や自然エネルギー
運動家が頑張ってそうなるものではない。
経済的に優位だから。自然エネルギーのほ
うが儲かるから。世界の流れはこっち。
しかし日本は未だ原発に固執。なぜか。
「今だけ金だけ自分だけ」で、儲かるシス
テムがあるから。目の前のお金が儲かるか
らなんとしても今ある原発を動かしたい。
でも、原発は危ないし、高いからもうやめ
ようという日は必ず来る。あっという間に
なる。ドイツも完全脱原発を決めた。正し
い選択はそっちだ。日本も必ずそうなる。
でもその前に、原発が事故起こしたら何に
もならない話。                                                                           今すぐ原発やめて自然エネルギーで行こう
という流れになる最後の決め手は、やっぱ
り政治。
　　（海田春水さんの 4 月 16 日のフェースブッ
　　　クから転載しました。）　                                                                                                                                                         


